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新しい年 辛卯歳が走り出しました！

冬休み前後のアセンブリー
宮井校長より、冬休み前には「新しい年を迎え

るにあたって、学生の本分である学習にしっかり

と取り組んで欲しい」「充実した学校生活を送る

ために、学校生活や人間関
係での悩みなどがあればぜ

ひ相談に来て欲しい」との

話が、冬休み明けには「何

事にも前向きに、前もって

準備しながら突き進んで欲

しい」との話がありました。

また、秋以降に活躍をした生徒達の表彰伝達も

行い、税の作文の入賞者、科学部、男女駅伝チー

ム、映画研究会などが紹介されました。

センターテスト 寒い日だったねえ
１月１５日(土）１６日(日)の両日。大学入試

センター試験が行われ、本校からは１００名の生

徒が和歌山大学での戦いに

挑みました。

酷寒の中、３学年団と進

路指導部は早朝より和歌山

大学へ向かい、海高生を激

励しました。不安と緊張の
面持ちの生徒達も、教師の顔を見ると表情も柔ら

かくなり、凍えそうになっていた教師団も、精神

安定剤の役割を果たすことができたほのかな充実

感を味わっていました。

生徒達は翌 17 日に自己採点を行い、それを受

けて 19 日には３年生担任、

進路指導部が中心になっての

受験生ひとりひとりの分析会

議を日付が変わるまで行いま
した。21 日からは３者面談を

行い、次の戦いに向けての確

認を行いました。ここからが

最後の踏ん張り時です。

年末年始の冬休み中も、多

目的教室には大勢の３年生が

頑張っていました。この努力

がどうか報われますように。

来年待ってるよ
進路学習の一環として、箕島

中学校の２年生１６名が本校を

見学に来てくれました。午後か

らの２時間弱の短い時間でした

が、授業や校内施設を見てもら

った後、質問を受け色々な説明

を行いました。目標を定めて一生懸命に頑張って

欲しいと願います。

１月１０日は110番の日
海南警察署からの依頼により、１１０番の日に

生徒会執行部の竹谷くんと堤下さん（ともに１年
生）が海南高校生代表で街頭啓発活動に参加しま

した。寒い中ご苦労さまでした。

SSH特別講義「化学」
１月１７日(月)、九州大学大学院の磯邉清先生

をお招きして、SSH 特別講義を行いました。「光

に応答する分子結晶」がテーマの発展的な内容で、

受講生の１，２年生の教養理
学科、２年生の理系の生徒達

は予定されていた時間を超え

ての熱い講義にしっかりと参

加していました。

でも、ちょっと疲れました？

校内マラソン大会 1/28

鉛色の雲間から時々太陽が顔を出す寒い日。紀
三井寺球技場を発着とする校内マラソン大会が行

われました。校長先生の激励の言葉のあと、まず

は女子(5Km)が、続いて男子(7Km)がスタートし

ました。寒風の中を顔を

真っ赤にした生徒達は、

誰ひとり怠けることなく、

それぞれの目標に向かっ

て頑張りました。結果は

以下の通りです。良いレ

ースでした。お疲れさま。

女子の部 1 位 大亦さん（２ B）(19'11")

2 位 才力さん（１ E）(19'19")

3 位 山本さん（１ B）(19'39")

男子の部 1 位 松山くん（１ C）(22'30")

2 位 山本くん（２ C）(22'56")

3 位 梅原くん（２ C）(23'08")

読書感想文 ２作品が全国審査へ
第56回青少年読書感想文全国コンクールの県審

査が行われ、本校の東野日菜さん(1年生）と稲垣
瞳湖さん(2年生）が最優秀賞に輝き、中央審査に

進みました。さらに稲垣智哉くん（2年生)も優良
賞を受賞し、本校から出品をした 3 作品がすべて

入賞しました。最優秀賞作品は近日中に毎日新聞

で紹介されます。県下の高校からは 5254 人の応

募がありました。

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

２月の予定

２日～４日 修学旅行(沖縄)（２年生）

７日 公務員模試

11 日 ２年マーク模試

25 日 学年末考査(1，2 年生) ～ 3/4

28 日 卒業式予行 (3/1 卒業式)


